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15日の副町長交渉は約２時間に及びました。副町長からの回答を報告します。
（１）保健師１名の正規職員採用
2012年度中に早期に配置するよう対応する。
（２）機構改革に係る職員の配置人数
管理職については21人を配置しほぼ原案どおり。定員管理計画やアウトソーシングの推移で、今後も21人が続くということにはならないと考える。組合指摘の業務の進めに関し、管理職の関わりについて主幹の配置を熟慮する。
（３）多目的活動センター（さんさん館）の主幹配置
2012年度も継続する。昨年の開設前には、施設長を公募した経緯もある。今後も主幹配置が続くということは考えていない。当該施設については、中心市街地の活性化などの役割もあるが、現時点では、情報発信・交流施設としての機能を重視し住民企画課とする。
（４）臨時職員の配置（１年雇用）

【事務関係】

①　総務課　　　防災計画の見直しのため、３月定年退職者の臨職の雇用で対応していた
が４月配置とならなかった。引き続き、雇用に向け取り組んでいく。
②　住民企画課　広報＝広報編集に１名

③　保健福祉課　国保＝レセプトに１名、健康推進＝栄養士２名（昨年から２名配置の方針

だが募集の結果、通年の配置は１名となっていた）、居宅介護＝ケアマネ
ージャー１名

④　建設課　　　課全般の業務の臨時筆耕１名、バス＝民間移行業務などの推進に１名（３
月定年退職者）

⑤　産業振興課　森林セラピー事業及び産業課全般の業務に１名

　　【現業関係の新たな臨時職員の配置】
　　①　建設課　　　バス運手技術者を新たに２名
　　②　生涯学習課　学校用務員を新たに１名
（５）機構改革に伴う課の統合などに伴う４月１日以降の職員の「席」の配置

人事異動内示に際して示すようにしたい。

（６）人事異動内示の時期
　　　　３月２１日もしくは２２日を予定している。
（７）多目的トイレの設置場所

保健福祉課と協議も行い東口という判断である。配管の問題が大きいが、利用者の視点に立つて整備を進めていくことと同時に東口での利便性を対応したい。　　　　　　　　　【以上】


火災や救急・東日本大震災など自然災害による人命救助以外にも、毒物などの危険物排除、
火災の原因や損害調査、日々の訓練など、多くの職務とストレスを抱える消防職員。
生活者の命を守る消防職員の職場環境改善を目指す「全消協」迫会長に話を聞く。　　　　埼玉県越谷市消防の「現場レポート」、自治労全消協会員の「声」から、組合のない消防職場の実態と協議会に対する使用者側の考え方も含め、「全消協」を設立する意義について訴えます。さらに、畑中美穂名城大学助教による「惨事ストレス問題」など、既存のメディアでは語られることのなかった「消防番組」です。
■放送日時　　３月２５日（日）午後６時～６時５５分　　
■チャンネル　衛星放送 ＢＳ１１　　

■番組名　　　本格討論 ＦＡＣＥ ～消防１１９､人命救助の職場から～


■出演者　　　迫大助全国消防職員協議会会長、座間市消防職員協議会会長尾ヶ井越谷市消防署長、畑中美穂名城大学人間学部助教、　越谷市消防協議会会員、

司会／二木啓孝(コメンテーターでお馴染み・BS11解説委員)
■番組に参加　　ＱＲコードを通じ携帯電話から意見を送り参加できます！





























































































































































































＝ＢＳ11　本格討論 ＦＡＣＥ とは＝


ニュースの当事者が、時事問題の主役たちが、ニュースの本質に迫る本格討論番組！！ 常にアンテナを張り、社会の動向に敏感な世代に向けた1時間番組。『ＦＡＣＥ』は、政治・経済の当事者、社会問題や文化に詳しい有識者が、時のテーマを本音で討論します。既存のテレビに欠けた視点、これまでのテレビでは実現しなかったテーマを視聴者に問題提起する硬派で正統派の討論番組。











ONE FOR ALL ，ALL FOR ONE




















自治労の自動車共済に契約いただいている皆さんへ


休日も「万が一の事故」に対応します。安全運転を心がけましょう。





























自治労の自動車共済では、補償ランクにかかわらず、無料のロードアシスタントサー


■ ビスが受けられます！！（※路外転落等、有料対応の場合もあります。）






































津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


